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　当振興会ASEA事業部・モータースポーツ委員会（柳田春人

委員長）の主催によるサーキットイベント「第27回NAPAC

走行会 in富士」が9月26日（水）、富士スピードウェイ（FSW）・

レーシングコースで行われ、2時間走行枠に定員一杯となる総台

数103台が参加しました。

　走行開始に先立ち開催されたドライバーズミーティングでは、

高瀬嶺生ASEA事業部長（ブリッド）が「当事業部では走行会

を大きなイベントと捉えています。NAPAC会員のパーツを装着

して走りを楽しんで欲しい」と挨拶。

　またその後、萩原正志基準委員長（エンドレスアドバンス）に

よるASEA基準の紹介、事務局による諸注意事項の説明が行わ

れました。

　また今回も国内有数のトップドライバーが協力に駆け付け、谷

口選手、片岡選手、柳田選手、いとう選手、村田選手、島谷選手

が協力企業のチューンドカーの同乗走行でドライバーを務めて頂

きました。この場をお借りして御礼礼申し上げます。

　当日はウエットコンディションでの走行が予想されましたが、

午後1時のスタート時に雨はなく、参加者はルールとマナーを

守った中で思いっきり走りを楽しみました。

「第27回NAPAC走行会 in富士」
を開催

走行会イベント

9月 26日（水）／富士スピードウェイ

走行会の冒頭挨拶する高瀬嶺
生ASEA事業部長

ASEA 基準について説明する
萩原基準委員長

　また今回の走行会でもAパドックに会員ブース出展を行い会

員21社が参加。最新のカスタムパーツをPRしました。

　なお、サーキットに華を添えるレースクィーンとして、今年も

エンドレスレディの皆さんにお手伝い頂き、走行会終了後の大抽

選会ではプレゼンターも務めて頂きました。

　なお、走行会ニュースはオートメッセWEBに掲載されました

（https://www.automesseweb.jp/2018/09/26/67200）

　今回もNAPAC走行会の運営にご協力頂きました各位に改め

て御礼申し上げます。
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エムケーカシヤマ エンドレスアドバンス

オクヤマ 小倉クラッチ キャロッセ クリーンエクセル

KYBエンジニアリングアンドサービス ケミテック セントラル 辰巳屋興業

トラスト バスク

ブリッドの同乗走行マシン

●テントブース出展会員

東名パワード TONE

藤壺技研工業 ブリッツ ワーク

エイチ・ピー ･アイ アサヒライズ FET事業部

アクレ E・M・Cアルミホイール事業部
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